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商工
春
秋

の「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五

輪
」が
閉
幕
し
た
。
そ
の
中
に「
ス

ケ
ル
ト
ン
」と
い
う
ソ
リ
競
技
が
あ

り
日
本
人
選
手
最
年
長
の
越
和
宏

選
手
が
挑
戦
し
た
▼
そ
の
競
技
で

使
用
さ
れ
た
ソ
リ
は
和
歌
山
に
あ

る
小
さ
な
町
工
場
で
製
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
た
。
滑
走
中
の
ソ
リ
に
は
激
し

い
衝
撃
と
重
圧
が
か
か
る
。
普
通

は
全
体
を
溶
接
で
固
定
し
た
一
体

型
が
主
流
だ
が
、
そ
の
企
業
の
ソ

リ
は
分
解
型
と
い
う
製
作
方
法
で

約
百
個
の
部
品
か
ら
で
き
て
い
る
。

そ
の
接
合
部
分
の
ボ
ル
ト
の
形
状

を
一
個
ず
つ
変
え
、
衝
撃
を
分
散

さ
せ
る
工
夫
な
ど
随
所
に「
も
の
づ

く
り
に
こ
だ
わ
る
職
人
技
」が
生

か
さ
れ
て
い
る
▼
製
作
技
術
は
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ソ
リ
で
冬
季

五
輪
に
臨
ん
だ
が
、
惜
し
く
も
メ

ダ
ル
獲
得
に
は
な
ら
な
か
っ
た
▼

ス
ケ
ル
ト
ン
用
の
ソ
リ
に
限
ら
ず
、

私
達
の
ま
わ
り
に
は
、
た
く
さ
ん

の
中
小
企
業
の「
職
人
技
」が
生
か

さ
れ
た
製
品
が
あ
る
。
そ
の「
職
人

技
」は
絶
や
し
た
く
な
い
も
の
だ
。

▼
世
界
中
が
興

奮
し
た
カ
ナ
ダ

　

意
見
交
換
会
に
は
自
民
党
県
議

会
議
員
会　

政
務
調
査
会　

ま
ち

づ
く
り
条
例
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
座
長
の
中
川
忠

昭
議
員
と
副
座
長
の
五
十
嵐
務
議

員
、
商
工
会
か
ら
は
石
澤
県
連
会

長
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
下
各
商

工
会
の
会
長
等
が
出
席
し
た
。

　

開
会
で
中
川
議
員
は
「
昨
年
五

月
の
Ｐ
Ｔ
設
置
以
降
、
県
内
外
へ

の
視
察
や
意
見
交
換
な
ど
条
例
制

定
に
向
け
た
活
動
を
行
い
、
今
般

そ
の
素
案
（
た
た
き
台
）
が
出
来

上
が
っ
た
。
こ
の
後
は
行
政
や
商

工
団
体
と
の
意
見
交
換
等
を
行

い
、
三
月
中
に
は
成
案
ま
で
こ
ぎ

着
け
、
四
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
受
付
、
六
月
議
会
へ
の

上
程
と
い
う
予
定
で
進
め
て
い

る
。
本
日
は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

こ
れ
に
対
し
石
澤
会
長
は
「
こ

の
条
例
で
地
域
を
元
気
づ
け
て
頂

き
た
い
。
実
効
性
を
上
げ
る
た
め

市
町
村
等
に
も
積
極
的
に
働
き
か

け
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し
た
。

　

条
例
の
素
案
で
は
「
商
工
業
者

及
び
商
工
団
体
等
が
地
域
に
お
い

て
行
っ
て
い
る
経
済
活
動
、
地
域

貢
献
活
動
等
が
地
域
社
会
の
発
展

に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
す
べ
て
の
商
工
業
者
が
、

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
相
互
に
協
力
す
る
気
運

が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
豊
か

で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実

現
し
、
も
っ
て
県
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
い
る
。
ま
た
商
工
業
者
の
取
組

や
商
工
団
体
等
の
役
割
、
県
の
責

務
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
お
り
、

商
工
業
者
の
取
組
に
は
「
商
工
団

体
等
に
加
入
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
」
と
商
工
会
等
へ
の
加
入

を
勧
奨
し
て
い
る
。

　

各
商
工
会
か
ら
は
「
条
例
が
制

定
さ
れ
る
こ
と
で
商
工
会
へ
の
加

入
勧
奨
が
し
や
す
く
な
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

「まちづくり推進条例」制定に係る
意見交換会

２　商工会役員研修会、「簡易省エネ診
　　断」が好評
３　「商工会組織強化活動」の推進強化、
　　「経済変動対策緊急融資」要件を追
　　加、ものづくり企業の「技術マッチ
　　ング」を促進
４　「元気な商工会地域づくり支援事業」
　　取り組み経過、女性部長会議
５　平成２２年度「県の商工関係予算」
６　各種セミナ－（経営支援・ビジネス）
　　開催、青年部ゼミナ－ル
７　元気推奨優良店 富山県市長会長賞
　　＜長江屋豆富店＞
８　お知らせ、イベント

　
昨
年
一
月
に
開
催
し
た
商
工
会
関
係
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
に
お
い

て
、
商
工
業
者
等
の
地
域
貢
献
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
自
由
民
主
党
県

議
会
議
員
会
で
は
早
々
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
結
果「
富
山
県
商
工
業
者
等
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」の
素
案
が
で
き
あ
が
り
二
月
十
八
日
、
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

県
下
商
工
会
要
望
の
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」

        

六
月
県
議
会
に
議
員
提
案
へ
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県
商
工
会
連
合
会
は
二
月
十
五
日
、
富
山
市
の
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会

館
に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
の
役
員
等
約
八
十
名
の
出
席
の
も
と
「
商

工
会
役
員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
「
簡
易

省
エ
ネ
診
断
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
診
断
申
込
は
二
月
二
十
二

日
現
在
で
六
十
六
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
省
エ
ネ
診
断
事
業
」
と
は
、
県
商
工
会
連
合
会
が
県
内
大
手
製
造
業

で
省
エ
ネ
・
作
業
改
善
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の
あ
る
者
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
環
境

関
連
の
知
識
を
有
す
る
者
な
ど
十
名
を
省
エ
ネ
診
断
員
と
し
て
委
嘱
。
そ

の
診
断
員
が
現
地
に
出
向
き
、
省
エ
ネ
の
観
点
か
ら
診
断
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
必
要
に
応
じ
、
既
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
企
業
の
事

例
や
国
・
県
の
支
援
策
な
ど
の
情
報
提
供
も
行
う
事
業
で
あ
る
。

● 

企
業
概
要

企
業
名　

㈱
オ
ー
フ
ェ
ン
機
器

代
表
者　

林　

泰
史

所
在
地　

富
山
市
婦
中
町
萩
島

業　

種　

金
属
製
品
製
造
業

● 

診
断
箇
所

製
造
ラ
イ
ン
、
事
務
所
、
休
憩

室
、
受
電
設
備

● 

光
熱
費
デ
ー
タ
ー
や
機
械
の
稼
働

状
況
等
に
よ
る
検
証
と
省
エ
ネ
提
案

　

診
断
員
は
、
ま
ず
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
。
過
去
三

年
間
の
光
熱
費
の
デ
ー
タ
ー
を
基

に
使
用
量
が
多
か
っ
た
月
に
つ
い

て
理
由
を
検
証
。
そ
の
後
工
場
内

を
見
て
回
り
、
機
械
設
備
の
数
や

種
類
、
稼
働
状
況
、
作
業
工
程
等

に
つ
い
て
確
認
し
た
。
同
社
は
受

注
変
動
に
よ
る
設
備
稼
働
の
バ
ラ

ツ
キ
や
ロ
ス
等
に
苦
労
し
て
い

る
。

　

診
断
結
果
と
し
て
は
「
変
圧
器

を
使
わ
な
い
時
に
は
電
気
を
遮
断

で
き
た
方
が
良
い
」「
水
銀
灯
は

ゾ
ー
ン
ご
と
に
つ
け
た
り
消
し
た

り
で
き
た
方
が
良
い
」
な
ど
細
部

に
渡
り
提
案
が
な
さ
れ
た
。

● 
診
断
を
受
け
た
企
業
の
感
想

　

社
員
全
員
に
よ
る
省
エ
ネ
行
動

を
宣
言
。
今
回
の
提
案
の
中
か
ら

ま
ず
は
「
工
場
高
天
井
水
銀
灯
照

明
」
か
ら
そ
の
一
部
を
「
側
柱
投

光
器
」
へ
切
り
替
え
る
高
輝
度
省

エ
ネ
照
明
を
検
討
し
て
い
る
。

　

す
ぐ
に
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
な

ど
も
あ
り
、
見
直
し
を
考
え
る
良

い
機
会
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

中
小
・
小
規
模
企
業
は
、
資
金

面
や
人
手
の
問
題
な
ど
か
ら
省
エ

ネ
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実

状
。
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ

の
会
員
を
対
象
と
し
た
「
省
エ
ネ

診
断
」
を
通
じ
経
営
改
善
に
も
繋

が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。
尚
、

本
診
断
は
平
成
二
十
二
年
度
も
拡

充
し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
。

「簡易省エネ診断」を受ける企業

「
省
エ
ネ
診
断
」の
事
例
紹
介

　

昨
年
六
月
に
全
国
連
会
長
に
就

任
し
た
石
澤
会
長
は
巡
回
訪
問
の

徹
底
等
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。

　

本
研
修
会
で
は
、
そ
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
静

岡
県 

函
南
町
商
工
会
の
窪
田
賢

一
事
務
局
長
を
迎
え
「
商
工
会
の

運
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を

行
っ
た
。
窪
田
局
長
は
『
職
員
全

員
が
経
営
指
導
員
だ
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
一
人
の
職

員
が
会
員
百
人
を
担
当
す
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
窓
口

指
導
の
充
実
は
巡
回
訪
問
し
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
も

繋
が
る
。
巡
回
訪
問
の
質
的
な
向

上
や
会
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
必

要
で
あ
り
、
場
合
に
応
じ
て
「
訪

問
・
指
導
・
支
援
」
を
使
い
分
け

て
い
る
。
ま
た
共
済
加
入
で
は
、

役
員
は
「
地
域
の
顔
」
で
あ
り
、

役
職
員
の
チ
ー
ム
制
に
よ
る
募
集

は
成
果
を
あ
げ
て
い
る
』と
し
た
。

　

引
き
続
き
、
富
山
第
一
銀
行　

横
田
格
副
頭
取
を
講
師
と
し
て
迎

え
「
最
近
の
金
融
経
済
情
勢
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
横
田
氏
は
、
世
界
経
済
の
動
向

や
日
本
経
済
の
現
況
、
構
造
的
な

課
題
、
富
山
経
済
の
可
能
性
、
商

工
会
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

静岡県函南町商工会 窪田事務局長（右）と
富山第一銀行 横田副頭取による講演
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

県
は
中
小
・
小
規
模

事
業
者
へ
の
円
滑
な
資

金
供
給
の
た
め
、
二
月

十
五
日
か
ら
「
経
済
変

動
対
策
緊
急
融
資
」
の

要
件
を
追
加
し
、「
最
近

三
カ
月
の
平
均
売
上
高

減
少
率
が
二
年
前
の
同

期
比
三
％
以
上
の
企
業
」

が
新
た
に
対
象
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
前
年

同
期
比
三
％
以
上
」
で

あ
っ
た
が
、
景
気
が
落

ち
込
み
、
売
上
減
の
要

因
と
な
っ
た
「
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら

一
年
以
上
が
経
過
し
、

そ
れ
に
伴
う
比
較
基
準

の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
で
、
連
動
す
る
国
の

景
気
対
応
緊
急
保
証
制

度
に
合
わ
せ
対
応
し
た
。

「
経
済
変
動
対
策

緊
急
融
資
」の

要
件
を
追
加
！

　

一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
同
会
議
で
は
「
県
連
統
一
目

標
」「
各
商
工
会
組
織
目
標
」
別

に
十
二
月
末
現
在
の
進
捗
状
況
が

報
告
さ
れ
、
今
後
の
推
進
策
を
協

議
し
た
。

　

巡
回
訪
問
で
は
、
総
数
は
そ

れ
ぞ
れ
目
標
の
七
十
九
・
六
％
、

七
十
三
・
八
％
の
進
捗
率
と
な
っ

て
い
る
が
、
経
営
革
新
や
農
商
工

連
携
と
い
っ
た
「
地
域
力
連
携
拠

点
重
点
支
援
項
目
」
に
地
域
的
な

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。

　

会
員
増
強
で
は
新
規
加
入
が

そ
れ
ぞ
れ
目
標
の
二
十
・
一
％
、

三
十
・
一
％
の
進
捗
率
と
な
っ
て

い
る
。

　

商
工
貯
蓄
共
済
の
加
入
推
進

で
は
、
職
員
目
標
数
が
そ
れ

ぞ
れ
目
標
の
七
十
八
・
三
％
、

五
十
七
・
三
％
の
進
捗
率
で
あ
る

が
、
会
員
福
祉
共
済
は
そ
れ
ぞ
れ

十
・
七
％
、
十
三
・
八
％
の
進
捗
率

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
「
商

工
会
相
談
指
導
事
業
改
革
検
討

委
員
会
」
の
検
討
状
況
を
踏
ま

え
「
商
工
会
の
支
援
機
能
を
一
層

強
化
し
、
会
員
満
足
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
重
要
」
と
し
て
、
平
成

二
十
二
年
度
の
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
商

工
会
設
立
の
原
点
で
あ
る
巡
回
訪

問
の
徹
底
を
全
国
運
動
と
し
て

「
商
工
会
は
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
推
進
す
る
方
針
を
決
定

し
た
。
富
山
県
も
全
国
連
の
今
後

の
進
め
方
に
沿
っ
て
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
近
く
開
催
さ
れ
る
役
員

会
で
方
針
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

商
工
会
組
織
強
化
活
動 
第
二

回
総
合
推
進
本
部
会
議
（
本

部
長 

西
村
県
連
合
会
副
会
長
）

を
開
催

「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」

一
層
の
推
進
強
化
を
！

一
層
の
推
進
強
化
を
！

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
中

小
の
「
も
の
づ
く
り
企
業
」
が

抱
え
る
製
造
課
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
た
め
、
企
業
が
持
つ
製

造
技
術
・
設
備
な
ど
を
調
査
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
中
小
企

業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す

る
「
も
の
づ
く
り
企
業
技
術

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
を
実
施
し

て
い
る
。

 【
事
業
の
流
れ
】 

①
も
の
づ
く
り
企
業
の
製

　

造
技
術
を
登
録

②
技
術
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

③
も
の
づ
く
り
企
業
の
製

　

造
課
題
抽
出

④
製
造
課
題
解
決
の
た
め

　

の
技
術
マ
ッ
チ
ン
グ

⑤
専
門
家
に
よ
る
支
援

＊
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄

り
の
商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

全
国
商
工
会
連
合
会
の
方
針

に
基
づ
き
「
商
工
会
は
行
き

ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し

ま
す
」
運
動
を
強
力
に
推
進
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女
性
部
全
国
大
会（
富
山
大
会
）

　

成
功
に
向
け
て
動
き
出
す
！

取
り
組
み
経
過

　

本
年
度
、
青
年
部
・
女
性
部
の

「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
」
に
六
件
が
採
択
さ
れ
て

い
る
。
先
月
号
に
続
い
て
南
砺
市

の
二
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組

み
経
過
を
紹
介
す
る
。

南
砺
市
商
工
会
青
年
部

　

南
砺
市
の
福
野
地
域
で
は
毎
年

五
月
一
・
二
日
、
伝
統
行
事
「
夜

高
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
の
少
子
化
の
進
展
等
に
よ

り
、「
夜
高
あ
ん
ど
ん
」
制
作
に

携
わ
る
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
南
砺
市
商
工
会
青
年
部

で
は
、
そ
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

一
役
担
い
た
い
と
十
月
四
日
と

二
十
五
日
の
二
日
間
、
地
域
の
子

供
達
を
対
象
に
「
文
久
の
大
行
燈

（
あ
ん
ど
ん
）」
の
制
作
体
験
を
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
制
作
し
た
行
燈
は

地
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
商
店
街
の「
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

に
展
示
さ
れ
、
地
域
愛
の
高
揚
に

も
繋
げ
た
。

南
砺
市
商
工
会
青
年
部（
利
賀
村
支
部
）

　

平
成
二
十
年
に
「
東
海
北
陸
自

動
車
道
」
が
全
線
開
通
し
た
。
利

賀
を
含
む
南
砺
地
域
は
そ
の
経
済

効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　

南
砺
市
商
工
会
青
年
部
利
賀
村

支
部
で
は
、
都
市
部
、
特
に
中
京

中
京
圏
か
ら
の
誘
客
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
利
賀
を
味
わ
う

（
雪
と
食
と
人
の
温
も
り
）

「
夜
高
あ
ん
ど
ん
」

　
　
　
　

担
い
手
育
成
事
業

圏
か
ら
の
誘
客
を
図
り
、
利
賀
地

域
の
元
気
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
こ

う
と
、
昨
年
度
の
本
事
業
で
取
り

組
ん
だ
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

展
さ
せ
た
形
で
の
固
有
の
自
然
資

源
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や

味
わ
い
め
ぐ
り
等
を
企
画
。

　

二
月
十
二
～
十
四
日
に
行
わ
れ

た
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
六
回
南
砺

利
賀
そ
ば
祭
り
」
で
は
、
雪
像
つ

く
り
や
郷
土
の
食
文
化
体
験
、
遊

び
体
験
な
ど
を
通
じ
利
賀
の
魅
力

を
発
信
し
た
。

　

ま
た
、
同
地
域
の
観
光
・
宿
泊

施
設
の
マ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
、
特

産
品
な
ど
を
紹
介
し
た
Ｐ
Ｒ
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「
ぐ
る
っ
と
と
が
な
び
」

の
作
成
も
行
っ
た
。

行燈（あんどん）の色付作業に没頭する子供たち

2 月 12 〜 14 日に行われた冬のイベント
「第 6 回南砺利賀そば祭り」

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は

二
月
十
六
日
、
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
部
長
会

議
」を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
平
成
二
十
三
年
度
に

富
山
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
「
女
性
部
全
国
大
会
」
の
準

備
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
確

認
。
準
備
委
員
は
、
県
女
性
連
の

正
副
会
長
五
名
に
県
東
部
と
西

部
の
代
表
各
一
名
を
加
え
た
計

七
名
で
組
織
さ
れ
た
。
尚
、
そ

の
「
第
一
回
準
備
委
員
会
」
が
二

月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
、
過
去

に
実
施
さ
れ
た
全
国
大
会
の
概
要

説
明
や
会
場
候
補
地
の
見
学
等
を

行
っ
た
。

　

ま
た
同
日
、
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
も
行
わ
れ
、
講
師
に
地
域
振
興

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
西
沢
依

里
子
氏
を
迎
え
『「
行
っ
て
み
た

い
！
」
ま
ち
づ
く
り
～
女
性
の
発

想
で
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
～
』
と

題
し
て
の
講
演
が
あ
り
、
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
「
女
性
な
ら
で
は
の

地
域
づ
く
り
」に
つ
い
て
話
さ
れ
、

参
加
者
の
共
感
を
呼
ん
で
い
た
。

女
性
部
全
国
大
会（
富
山
大
会
）

　

成
功
に
向
け
て
動
き
出
す
！
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平成 22 年度  県 の 商 工 関 係 予 算
平成 22 年度の県一般会計予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。

【小規模企業対策事業費】1,333,607 千円
とやまビジネスドラフト開催補助金（1,000 千円）
県商工会連合会と県商工会議所連合会が、石川県、福
井県の商工会、商工会議所と連携して開催する商談会
に対し助成

商業・サービス業の振興
【中小商業支援事業費】348,429 千円
商店街アンテナショップ設置事業（36,928 千円）
商店街の空き店舗を活用したアンテナショップを設置

商店街ファミリーわくわく元気支援事業 （5,000 千円）
商店街等が家族での来街促進を図るため実施する交流
性、滞留性の高い独自性のある取組みに対し支援
タウンマネージャー設置事業 （20,026 千円）
商店街活性化事業計画策定への指導などを行うタウン
マネージャーを設置

雇用の確保と創出
【魅力ある技能社会推進事業費】 33,253 千円
とやま技能継承塾（8,998 千円）
中堅技能者を対象としたハイレベルコース（５名×４
コース）を新設
技能アドバイザー派遣事業（11,788 千円）
「技能アドバイザー」を企業に派遣し、技能向上のため
の助言等を実施

【公共職業訓練費】 193,409 千円
能力開発セミナー費 （8,992 千円）
在職労働者に対する職業訓練の訓練人員の拡大
就職支援能力開発事業 （439,633 千円）

【勤労者福祉対策事業費】 44,110 千円
仕事と子育て両立支援推進員派遣事業 （6,700 千円）
県内企業の一般事業主行動計画の策定を支援するた
め、仕事と子育て両立支援推進員を派遣

【ふるさと雇用再生基金事業費】 1,069,557 千円
「富山県ふるさと雇用再生特別基金」を活用し、安定的
な雇用機会を創出する事業を実施
ふるさと雇用再生基金一時金支給事業 （75,000 千円）
本事業により新規に雇い入れた労働者を正社員登用し
た事業主への一時金支給

【緊急雇用創出基金事業費】 2,213,545 千円
「富山県緊急雇用創出臨時特例基金」を活用し、臨時応
急的な雇用・就業機会を創出する事業を実施
重点分野雇用創造事業
成長が期待される重点分野における雇用機会の創出
や、地域ニーズに応じた人材育成

若者や中高年世代の活躍の場の拡大 
【若年者就業支援事業費】 199,307 千円
県内企業人材養成モデル開発事業（157,500 千円）

【人材確保対策事業費】 395,634 千円
重点成長分野人材育成プログラム事業（320,000千円）
重点成長分野での就職を推進するため、県内企業に委
託して６か月から１年間の訓練付雇用を実施
新規学卒者向け求人開拓員（2 名）の配置（8,695 千円）
元気とやま ! 就職セミナー開催事業（3,850 千円）
U ターンフェア・イン・とやま開催事業（4,000 千円）
　

新産業の創出
【新事業創出促進事業費】 414,168 千円
高度技術実用化支援事業 （15,000 千円）
高度な技術を商品化に結びつける研究開発を２年間に
わたり支援
イノベーション創出研究事業 （15,000 千円）
国等の競争的資金の申請・採択促進のため、先行研究
や調査を支援
新商品・新事業創出公募事業 （20,500 千円）
バイオ、深層水、環境・エネルギー、ものづくり及び
航空機の５分野について、産学官連携の提案公募研究
事業を支援
新商品・新技術開発促進事業 （250,000 千円）
新商品や新技術開発を行う企業に、開発の支援を行う
技術開発補助員を配置

【環境・福祉系新技術開発促進事業費】 77,124 千円
福祉系ロボット開発推進事業 （33,100 千円）
新たなロボット利用分野として有望な福祉系ロボット
技術の開発を産学官で実施
グリーンイノベーション創出支援事業 （3,500 千円）
環境・エネルギー分野における先導的な研究開発プロ
ジェクトの創出を支援
【ＩＴ関連産業推進事業費】168,538 千円
中小企業ＩＴ経営化推進事業 （26,037 千円）
中小企業に対し、ＩＴ化の現状調査、県内ＩＴ企業・
ＩＴ化支援事業の周知等を図るための巡回訪問や、専
門家派遣によるＩＴ化支援を実施し、中小企業のＩＴ
化を支援

起業支援
【ベンチャー企業等支援事業費】61,229 千円
起業等チャレンジＰＲ事業 （11,284 千円）

企業立地の推進
【企業立地助成事業費】1,238,000 千円
設備投資や新規雇用を行った企業に対する助成

中小企業の振興
【中小企業制度融資資金】55,635,083 千円
経済変動対策緊急融資 (29,810,000 千円 )	 	
（新規融資枠 30,000,000 千円）
※取扱期間を平成 23年 3月 31日まで１年間延長
緊急経営改善資金 （6,877,000 千円）
（新規融資枠 4,000,000 千円）
※取扱期間・優遇措置を平成 23年 3月 31 日まで１
年間延長
※資金使途の拡充（借換と同額（上限 10,000 千円）の
新規融資を対象）
グリーン・イノベーション推進枠 （120,000 千円）
（新規融資枠 300,000 千円）
融資枠限度：設備 100,000 千円（うち運転 10,000 千円）

【中小企業販路開拓事業費】19,066 千円
販路開拓総合助成事業（7,000 千円）
広域商談会開催事業（4,320 千円）
販路開拓マッチングコーディネート事業（7,746 千円）
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中
小
企
業
経
営
に
役
立
つ

「
各
種
セ
ミ
ナ
ー
（
経
営
支
援
・
ビ
ジ
ネ
ス
）」を
開
催
！

　

Ｉ
Ｔ
編
は
二
月
十
二
日
に
開

催
。
顧
客
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
的

な
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
方
法

や
成
功
事
例
、
ブ
ロ
グ
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
営
業
戦
略
の
構

築
方
法
、
大
型
店
に
立
ち
向
か
い

　

県
商
工
会
連
合
会
は
二
月
十
二
日
～
二
十
二
日
（
計
四
日
間
）、
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
各
種
セ
ミ
ナ
ー
（
経
営
支
援
・
ビ
ジ
ネ

ス
）」
を
開
催
し
、
約
百
五
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

勝
利
す
る
シ
ナ
リ
オ
の
立
案
な
ど

に
つ
い
て
研
修
。参
加
者
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
の
販
売
体
制

を
整
備
し
、
新
た
な
販
路
や
市
場

を
開
拓
す
る
こ
と
が
経
営
戦
略
上

重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て

い
た
。

　

金
融
編
は
二
月
十
五
日
に
開

催
。
十
二
月
四
日
に
施
行
さ
れ
た

「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
の

概
要
や
金
融
機
関
が
求
め
る
経
営

改
善
計
画
書
の
作
り
方
な
ど
に
つ

い
て
の
研
修
で
、
参
加
者
は
大
変

高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

建
設
業
編
は
二
月
十
七
日
に
開

催
。
建
設
業
に
お
け
る
農
商
工
連

携
の
事
例
や
有
望
と
さ
れ
る
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
、
特
に
バ
イ
オ
マ
ス
分

野
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
研

修
で
、
参
加
者
は
「
業
界
の
現
状

は
厳
し
く
、
今
後
新
分
野
へ
の
進

出
や
新
連
携
も
検
討
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

　

製
造
業
編
は
二
月
二
十
二
日
に

開
催
。
製
造
業
に
お
け
る
営
業
・

販
売
促
進
戦
略
と
し
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
「
魅
力
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
二
十
四
時
間

三
百
六
十
五
日
活
動
で
き
る
営
業

マ
ン
の
育
成
」「
サ
イ
ト
運
用
方

法
」の
三
つ
に
分
け
、時
代
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
情
報
発
信
の
手
法
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
品
質

維
持
、
技
術
の
継
承
方
法
な
ど
に

つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
た
。

 

● 

経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
（
Ｉ
Ｔ
編
・
金
融
編
）

12 月 4 日に施行された「中小企業金融円滑化法」の
概要等について研修

 

● 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
（
建
設
業
編
・
製
造
業
編
）

建設業における農商工連携事例や有望とされる
環境ビジネス等について研修

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は

二
月
三
日
、
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
「
青
年
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
を
開
催
し
、
県
下
商

工
会
の
青
年
部
員
約
六
十
名
が

参
加
し
た
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
最
初
に

㈱
フ
ォ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
・
ズ 

代
表 

近
江
清
氏
を
迎
え
「
企

業
の
成
長
は
あ
な
た
で
決
ま

る
！
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
「
三
年
後
あ
な
た
の

仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
七
～

八
名
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
自
社

の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
な
ど

を
踏
ま
え
議
論
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
発
表
で

「
地
域
に
密
着
す
る
こ
と
が
大

事
。
自
社
の
強
み
を
見
つ
け
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
に
傾
注
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、「
自
社
の
今
後
」

を
考
え
る
有
意
義
な
勉
強
の
場

と
も
な
っ
た
。
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 平成21年度商工会元気推奨優良店　富山県市長会長賞

長江屋豆富店　店主　長枝　春一
住所／富山市八尾町諏訪町 2617‐1　電話／076 － 454 －7372
営業時間／11:00 ～17:30 　定休日／火曜日 ( 祝日の場合は営業 )

　豆腐本来のおいしさとの出会いを

るなど町並みにふさわしいものにしています。
　「長江屋豆富店」と染め抜いた型染めののれんと、八
尾の和紙で「八尾のとうふ」と型染めした旗なども町の
雰囲気を大切にしました。
　「豆腐ってこんなにおいしいものだったんだ！」と私た
ちが生搾りの豆腐を初めて口にしたときの驚きの体験。
　一人でも多くの方にそ
んな豆腐との出会いを
していただければと、間
口２間の小さな店でお
いしい豆腐作りに励んで
おります。

　当店は１００％富山県産オオツル大豆を使い、全国で
も数少ない生搾りという製法を採用して高濃度の豆乳を
作り、天然にがりで凝固させています。消泡剤も不使用
です。	 	 	 	 	 	 　
　私どもが思う「本来の豆腐」とは、雑味が無くスッキ
リとしているのにコクがあり、豆の甘みが引き出された
もの。それは試作の結果、この製法で作り出すことが
できました。生搾りは効率の悪い製法で、しかも高濃度
の豆乳を天然にがりで固めるのはとても難しく、豆腐業
界では敬遠して作らないと聞いています。しかし納得で
きるものだけを売りたいと、敢えて難しい豆腐作りに取
組みました。	 	 	 	 	 　
　その甲斐あって開店３年目を迎え、気に入ってくださ
るお客様方は着実に増えており手応えを感じています。
　夫婦二人きりでの対応なので少量しか作れないことも
あり、店頭と通販以外では販売せず、口コミで徐々に広
まる販売方法をとっています。町の内外や県外からもお
客様にご来店いただいたり、通販ではお店で豆腐を食べ
られた方が後日「おいしかったので」とご注文いただく
ケースがかなりあります。
　また、ご贈答用にご利用いただくお客様も増えており、
なかには送り先の方から「家中感動いたしました」とご
注文をいただくなどリピートしていただくお客様もたくさ
んいらっしゃいます。３ヶ月ごとにお送りしている「四季
の豆富定期便」ではもの足らず毎月や隔月で送ってほし
いというお客様も徐々に増えています。
　当店は築約１２０年の町屋。日本の道１００選の八尾
町諏訪町通りにあるので、店内は漆喰の壁と、柱や梁は
もとからあるものを活かし、外観は店構えを格子戸にす
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城端しだれ桜まつり

ふれあい青空市「やまだの案山子」

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

第２回なんと！いい百縁商店街

福岡さくらまつり

第１８回ごんべ祭り

ふちゅう曲水の宴

城山公園お花見祭り

倶利迦羅さん八重桜まつり

石動曳山祭

高岡といで菜の花フェスティバル

４／３（土）～１１（日）

４月 水曜・土曜・日曜・祝日

４／１０（土）

４／１０（土）･２４（土）

４／１０（土）

４／１０（土）～１１（日）

４／１１（日）

４／１１（日）

４／１１（日）

４／２８（水）～５／５（祝）

４／２９（祝）

４／２９（祝）

南砺市商工会城端事務所

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

南砺市商工会福光事務所

さくらまつり実行委員会

ごんべ祭り実行委員会（富山市南商工会大山支部センタ－内）

ふちゅう曲水の宴実行委員会

小矢部市商工会小矢部支所

小矢部市商工会小矢部支所

小矢部市商工会小矢部支所

高岡市商工会戸出支所

0763-62-2163

076-457-2333

076-455-3181

076-454-5138

0763-52-2038

0766-64-3088

076-483-1420

076-469-2496

0766-67-0756

0766-67-0756

0766-67-0756

0766-63-0792

イベント名 開 催 日 お問合せ先

４月月各地の

― 県からのお知らせ ―― 県からのお知らせ ―
「重点成長分野人材育成プログラム事業」が実施されます！「重点成長分野人材育成プログラム事業」が実施されます！「重点成長分野人材育成プログラム事業」が実施されます！

（１）重点成長分野人材育成プログラム事業
①事業内容 ・求職者を雇用し、働きながらOFF-JT、OJTを実施（事前に研修計画を作成）
  ・県は委託企業に人件費、訓練費等を支給 (10/10)
②対象分野 ・国の重点６分野（介護、医療、環境・エネルギー、観光、農林水産、地域社会雇用）
  ・県設定分野（IT、医薬品、機械・金属、健康生活関連の各製造・サービス業）
③対象人数 160人程度（日系人離職者、障害者等の就職困難者に配慮）
④委託期間 事業内容に応じて６か月～１年間

（２）重点成長分野人材育成プログラム・サポート事業（緊急雇用創出事業）
　上記事業の円滑な実施のため、県内の団体等に委託し「重点成長分野人材育成プログラム事業」受託企業の支援を行う。

　県では、重点成長分野（重点６分野及び県設定４分野）での就職を推進するため、県内企業に委託して訓練付雇用
（６か月以上１年以内）を行う「重点成長分野人材育成プログラム事業」を実施します。

【お問い合わせ先】県商工労働部　労働雇用課　雇用対策係　　☎０７６－４４４－８８９７（直通）

(1) 重点成長分野人材育成プログラム事業（地域人材育成事業）

(2) 重点成長分野人材育成プログラム・サポート事業（緊急雇用創出事業）

県内企業
◎求職者を雇用し、働きながら訓練も実施
◎企業は雇用前に訓練計画を作成
◎未就職卒業者、日系人離職者、障害者等就職困難者に配慮（日系人には日本語研修を付加）

委 託 先
重点成長分野人材育成プログラム事業受託企業への支援
◎受託企業の開拓
◎受託企業へのアドバイス、訓練・研修先のあっせん等

県

委　託

委　託


